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KinectKuroko : 話者の深度画像を活用するプレゼンテーションツール
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概要. 本研究室では, 話者のシルエットをスライドの背景として表示するプレゼンテーションツールの開

発を行っている.話者自身がポインティングデバイスとなり発表を行うことができる他, 話者の動きやジェ

スチャーをスライドと同時に見てもらうことができる. これにより, 話者がスクリーンの前にいなくともス

クリーンの前にたってプレゼンを行なっているような演出を提供することができ, ネットワークでのプレゼ

ンテーションの配信を行うときに有用と考えられる.今回, Kinectを用いて安定したシルエットを得て, さ

らにセンサからの距離に応じて話者のシルエットの一部分が色付けされるようにした.これにより, 話者が

スライドのどの部分を指し示しているのかをより明示的に表すことができるようにした.

1 既存のシステムの問題

話者の動きのある場所を特定し, それに対応した
シルエットを作成した後そのシルエットをスライド

の背景に表示するというシステムが提案, 開発され
ている [1].このシステムではカメラで取得した画像
と保持している背景画像の差分を取り, 動いている
場所の輪郭をシルエットとしてプレゼンテーション

の背景に表示するということをリアルタイムで処理

している. このシステムでは, 人物の動きによる残
像がスライドの妨げになってしまい視覚的に見づら

いという問題がある. また, 話者の動きをシルエッ
トとして表示するため, 動きは分かりやすいがスラ
イドのどこを指し示しているのかが動きのシルエッ

トによって分かりづらくなってしまうという問題が

ある.

2 システムの概要

本システムはMicrosoft社の Kinectを用いたプ
レゼンテーションツールとして実装を行った. 既存
システムの [1]と同じく, プレゼンテーションツー
ルとしては, キーボードまたはマウスの操作によっ
てスライドを順番または逆順に表示していく最小限

の実装であるが, Kinectで取得したユーザの深度情
報のシルエットを常にスライド上に表示するという

ものである (図１). また, フレームレートは毎秒 30
フレーム, フレームの大きさは幅 640ドット, 高さ
480ドットと以前と同様であり, Kinectが動作する
環境であれば容易に使用することができる. Kinect
を用いることによって, シルエットを作成する際に
背景画像の更新を行わなくてもよいので, 図 1のよ
うに話者のシルエットそのものをスライドに表示す
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図 1. 話者シルエットによるスライド表示

ることが可能となる. また, 話者のシルエットが常
にスライド上に表示されるため, 以前のシステムの
ような点滅が抑圧され, 視覚的な負担の軽減となる.

2.1 ポインティング

図 1のような話者のシルエットだけでは, 話者の
動作は分かっても現在スライドのどこを説明してい

るのかが分からないため, 話者のシルエットの一部
を色付けすることにより, どこを指し示しているの
かを明確にするようにした (図 2). シルエットの色
付けは, 話者とセンサの距離に応じて行われ, 単純
にセンサに近づくとその部分のシルエットが色付け

されるとした.

3 評価

作成したシステムがプレゼンテーションツールと

して有用であるかどうかを確かめるために,シルエッ
ト機能の on/off及び色付け機能の on/offを設定で
きるようにし, それぞれの機能の効果があるのか測
定を行った. 評価内容は以下の 3パターンである.
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表 1. シルエット機能及び色付け機能の評価結果

伝わりにくい 伝わりやすい p値

Aと比べて Bは 30 14 0.01131
Bと比べて Cは 24 20 0.3258
Cと比べてAは 17 27 0.08709

A:話者のシルエットとシルエットの一部に色付けがある

B:話者のシルエットだけが見える

C:シルエットが見えない (通常の発表と同じ)

図 2. 話者シルエットによるポインティング

• A:話者のシルエットとシルエットの一部に色
付けがある

• B:話者のシルエットだけが見える

• C:シルエットが見えない (通常の発表と同じ)

の条件で 2つずつ比較し, 伝わりやすい条件はどち
らかという設問に対し, どちらが伝わりやすいかを
回答してもらった. 実際のアンケートでは, 「条件
Xが伝わりやすい」,「迷うが条件 Xが伝わりやす
い」のように程度を記入してもらい, 迷った場合で
もどれかの選択肢を選択することを強制した. 集計
においては,「迷いがある」ということは無視し, 選
んだ条件がどれかを判定するようにした. 結果の分
析には片側検定の符号検定を使用する. また, 被験
者は成人 44人である.
評価結果を表 1に示す. 表 1より, Aと Bの比

較は, A(話者のシルエットとシルエットの一部に色
付けがある)と比べてB(話者のシルエットだけが見
える)の方が伝わりにくいが 30, 伝わりやすいが 14
と A(話者のシルエットとシルエットの一部に色付
けがある)が優れているという結果であり, p値は
0.01131で危険率 5%と考えた時に有意であり, シル
エットに色付けしない場合に比べて色付けが有効で

あることが分かった.

4 関連研究

本研究と同じように, 作業空間と人物画像の融合
を行ったシステムとしては, ClearBoard[2]がある.
本システムでは,協同作業ではなくプレゼンテーショ
ンの問題設定なので, 話者画像の情報をシルエット
に縮退する設計でシステムを作った. このため, 相
手の視線, 表情のような人が見えていることによる
伝達性を活かしたClearBoardとは問題設定が異な
る. さらに, ClearBoardでは指示部を強調する機能
はなく, シルエット化しなければこの機能を実現す
ることは難しいと考えられる. 本システムは話者の
動作がスクリーンに投影されるため, 聴講者の視線
の移動の量が少なくなる. これにより, スクリーン
の前でプレゼンテーションを行うことを支援するシ

ステムであるMAEDE[3]と同様な効果が得られる
ことが期待できる.

5 まとめ

本研究では, 話者のシルエットをスライドの背景
として表示するプレゼンテーションツールの開発を

行った. シルエットを安定したものへと処理するこ
とにより, 既存のシステムにおける視覚的な刺激に
対する問題を解決した.また, ポインティング機能と
してシルエットに対して色付けを行い, 評価実験に
よりこの機能が有効であることがわかった.
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